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問�

　

年
々
児
童
数
が
減
少
し

て
い
る
が
、
市
内
小
学
校

の
児
童
数
の
現
状
と
今
後

の
推
移
は
。

答�

　

平
成
29
年
５
月
１
日
現

在
、
市
内
小
学
校
11
校
合

わ
せ
て
１
２
３
１
人
の
児

童
が
お
り
、
全
校
児
童
が

３
０
０
人
以
上
の
学
校
は

１
校
、
２
０
０
人
以
上
も

１
校
、
１
０
０
人
以
上
も

１
校
、
１
０
０
人
を
下
回

る
学
校
が
８
校
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
う
ち
全
校
児

童
が
40
人
前
後
の
学
校

は
、４
校
と
な
っ
て
い
る
。

　

予
測
さ
れ
る
今
後
の
児

童
数
の
推
移
を
見
る
と
、

平
成
37
年
度
に
は
、
市
内

の
全
児
童
数
は
９
７
２
名

と
現
在
よ
り
２
５
９
名
減

少
し
、
ま
た
平
成
34
年
度

に
お
い
て
は
、
全
校
児
童

数
20
名
以
下
の
学
校
が
１

校
生
じ
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
。

問�

　

保
護
者
の
方
々
の
心
配

は
、
児
童
数
が
減
っ
た
時

に
子
供
達
が
、
ど
ん
な
環

境
で
、
ど
ん
な
教
育
を
受

け
ら
れ
る
の
か
だ
と
思
う

が
。答�

　

小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
、
学
習
面
や
生

活
面
に
お
い
て
、
き
め
細

や
か
な
指
導
が
行
い
や
す

く
な
る
ほ
か
、
学
校
行
事

で
は
、
個
別
の
活
動
機
会

の
設
定
が
し
や
す
く
、
保

護
者
や
地
域
と
の
連
携
が

図
り
や
す
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　

ま
た
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
運
動
会
な
ど
の
学

校
行
事
や
音
楽
活
動
等
の

集
団
教
育
活
動
に
お
い

て
、
制
約
が
生
じ
る
こ
と

の
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等

に
お
い
て
は
、
保
護
者
一

人
当
た
り
の
負
担
が
大
き

く
な
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　

教
育
委
員
会
と
学
校
で

は
、
現
在
、
小
規
模
校
の

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
生
か

し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
少
し

で
も
少
な
く
す
る
よ
う

様
々
な
工
夫
を
し
な
が

ら
、
円
滑
な
学
校
運
営
に

努
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
実
と
し
て

児
童
数
が
減
少
し
て
い
る

の
で
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
や

地
域
の
意
向
を
踏
ま
え

て
、
教
育
環
境
や
学
校
運

営
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、一
緒
に
考
え
て
い
く
。

市
内
小
学
校
に
お
け
る
児
童
数
の

現
状
と
今
後
の
推
移
は

児
童
数
が
減
少
す
る
現
状
に

対
応
す
る
方
策
は

浅沼 幸雄  議員
（政和クラブ）

一問一答方式

問�

　

新
庁
舎
の
計
画
か
ら
完

成
ま
で
の
取
組
概
要
、
お

よ
び
国
か
ら
の
支
援
な
ど

事
業
費
の
内
容
は
。

答�

　

庁
舎
の
再
建
は
厳
し
い

財
政
事
情
も
あ
り
、
一
時

は
断
念
し
か
け
た
が
国
の

手
厚
い
支
援
の
話
も
伝
わ

り
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

議
論
を
重
ね
た
結
果
、
と

ぴ
あ
庁
舎
は
現
状
と
し
、

足
り
な
い
部
分
を
本
庁
舎

に
位
置
付
け
、
２
階
渡
り

廊
下
で
接
続
し
た｢

複
合

庁
舎｣

と
し
て
再
建
し
た
。

　

全
事
業
費
約
33
億
５
千

万
円
の
う
ち
、
震
災
復
興

特
別
交
付
税
約
13
億
２
千

万
円
、
被
災
施
設
復
旧
関

連
事
業
債
約
６
億
６
千
万

円
、
計
約
20
億
円
を
国
か

ら
財
源
措
置
し
て
い
た
だ

い
た
。
他
に
２
つ
の
積
立

基
金
か
ら
約
７
億
９
千
万

円
を
充
当
し
、
一
般
財
源

は
約
５
億
７
千
万
円
ほ
ど

で
あ
る
。

問�

　

中
心
市
街
地
活
性
化
・

ま
ち
な
か
再
生
の
こ
れ
か

ら
と
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
遠
野
市
の
発
信
を
ど
う

す
る
の
か
。

答�

　

空
き
家
・
空
き
店
舗
対

策
を
加
速
さ
せ
、
そ
こ
で

得
た
土
地
や
施
設
を
子
育

て
や
高
齢
者
・
障
が
い
者

な
ど
も
含
め
、
安
心
安
全

な
住
環
境
を
市
街
地
に
求

め
て
い
き
た
い
。

　

遠
野
ら
し
さ
、
遠
野
な

ら
で
は
の
こ
だ
わ
り
で
、

誇
る
べ
き
地
域
資
源
に
さ

ら
に
磨
き
を
か
け
、
場
の

力
を
結
集
し
総
合
力
で
次

の
ス
テ
ー
ジ
に
持
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問�

　

国
政
で
省
庁
間
の
メ
ー

ル
問
題
が
あ
っ
た
が
、
本

市
の
メ
ー
ル
で
の
行
政
文

書
の
現
状
と｢

行
政
文
書

係｣

の
役
割
や
責
任
は
。

答�

　

メ
ー
ル
の
や
り
取
り

は
、
国
や
県
、
市
役
所
の

組
織
の
間
で
日
常
的
に
行

わ
れ
て
い
る
が
、
行
政
処

分
に
関
す
る
文
書
に
は
用

い
な
い
。

　

行
政
文
書
係
は
、
市
議

会
に
提
出
す
る
議
案
の
調

整
や
条
例
規
則
等
例
規
審

査
、
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
な
ど
に
関
す
る
役

割
が
あ
り
、
行
政
運
営
上

最
も
基
本
的
か
つ
、
重
要

な
も
の
で
責
任
は
重
い
。

問�

　

行
政
文
書
の
定
義
や
重

要
性
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
に

お
け
る
行
政
文
書
の
あ
り

方
は
。

答�

　

行
政
文
書
は
、伝
達
性
・

客
観
性
・
保
存
性
・
確
実

性
を
備
え
た
も
の
で
あ

り
、
職
員
間
の
事
務
的
連

絡
の
電
子
メ
ー
ル
に
つ
い

て
も
、
職
務
上
組
織
的
に

用
い
る
も
の
は
行
政
文
書

に
該
当
す
る
。

　

政
府
は
「
行
政
文
書
の

管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
年
内
に
改
正
す

る
方
針
と
の
報
道
も
あ

り
、
今
後
注
視
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

瀧本 孝一  議員
（市民クラブ）

新
庁
舎
か
ら
遠
野
市
の

発
信
を
ど
う
す
る
の
か

Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
に
お
け
る

行
政
文
書
の
あ
り
方
は

一問一答方式

その他の質問

◦�遠野市における食料自
給率について
◦�遠野市におけるエネル
ギー自給率について

さまざまな工夫で小規模校
のメリットを最大限生かし、
デメリットを少しでも少な
くするよう努力している 開庁式のオープニングを飾った地元仲町南部ばやし

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


